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発刊にあたって

日本保育協会保育科学研究所の平成30年度の研究成果をまとめた「保育科学研究第９巻」を発

刊いたします。

本年度の総合テーマは、昨年度から引き続き「保育所・認定こども園における多様な保育・教

育ニーズに対応するための保育者の専門性の向上」とし、６件の研究と、「保育指針」「教育・保

育要領」等に関する指定研究２件を掲載しています。この研究要旨については、研究所が年３回

発行している「研究所だより」第29号で紹介しております。また本年度は、招待論文を１件ご執

筆いただきました。

次の平成31年度の研究では、総合テーマを「低年齢児の保育と環境について」とし、６件の研

究計画が、審査委員会、倫理委員会を経て運営委員会において承認され、研究が開始されます。

これらの研究要旨については「研究所だより」第32号で紹介する予定です。

平成29年度の研究成果については、平成30年９月に開催した第８回学術集会において代表者に

よる発表が行われ、併せて講演、シンポジウム等が行われました。この内容についても「研究所

だより」第30号に概要を掲載しています。

なお、これらの研究所の発刊物は日本保育協会のホームページ内、「保育科学研究所」からご

覧いただけます。

今後とも保育科学研究所は、日本の乳幼児保育の向上を願い、保育実践・研究の各分野でご活

躍の皆様の参加を得て、保育を科学する研究を充実させていくために努めて参りたいと思います。

引き続きご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2019年３月
日本保育協会保育科学研究所長

潮　谷　義　子
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